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職
を
希
望
す
る
主
婦
の
中
に
は
、

豊
富
な
キ
ャ
リ
ア
経
験
や
専
門
的

な
ス
キ
ル
を
持
っ
て
い
る
女
性
も

い
ま
す
。
人
手
不
足
の
企
業
で
あ

れ
ば
、
業
務
内
容
を
見
直
し
て
切

り
分
け
、
経
験
者
で
あ
る
複
数
人

の
主
婦
を
雇
用
し
て
、
業
務
を
分

担
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
業
務
全

体
の
効
率
化
に
つ
な
げ
る
こ
と
も

可
能
で
す
。
正
社
員
の
負
担
を
減

ら
す
こ
と
で
、
正
社
員
が
よ
り
付

加
価
値
の
高
い
仕
事
を
で
き
る
よ

う
に
も
な
り
ま
す
。

三
つ
目
は
、
全
従
業
員
も
含
め

た
形
で
の
働
き
や
す
い
環
境
の
提

供
で
す
。
短
時
間
勤
務
等
の
制
度

を
活
用
し
た
従
業
員
が
増
え
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
周
囲
の
従
業
員
か

ら
の
反
感
が
生
ま
れ
る
ケ
ー
ス
は

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
よ
う

な
職
場
で
は
、
そ
も
そ
も
長
時
間

労
働
が
常
態
化
し
て
い
る
こ
と
も

あ
り
ま
す
。
働
き
や
す
い
環
境
の

整
備
の
た
め
に
は
、
様
々
な
施
策

が
あ
り
ま
す
が
、
経
営
層
か
ら
管

理
職
に
対
し
て
、
ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン

で
残
業
削
減
を
進
め
て
い
く
こ
と

は
効
果
の
あ
る
施
策
の
一
つ
で

す
。Ｂ

社
で
は
、
ト
ッ
プ
が
明
確
に

指
示
を
行
っ
た
こ
と
で
、
平
均
残

業
時
間
が
月
５
時
間
程
度
に
な
り

ま
し
た
。
部
下
の
残
業
が
必
要
な

際
に
は
、
上
司
で
あ
る
管
理
職
に

対
し
て
説
明
を
求
め
ま
す
。
管
理

職
が
い
か
に
残
業
時
間
を
少
な
く

で
き
る
か
を
考
え
る
こ
と
で
、
生

産
性
を
上
げ
る
職
場
環
境
を
つ
く

り
出
し
て
い
ま
す
。

時
間
制
約
を
有
す
る
女
性
を
積

極
採
用
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
で

は
、
従
来
の
制
度
や
働
き
方
、
仕

事
の
仕
方
な
ど
を
見
直
す
必
然
性

が
出
て
き
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
プ

ロ
セ
ス
を
経
る
こ
と
は
、
多
く
の

企
業
に
と
っ
て
新
た
な
変
化
や
発

見
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
で

し
ょ
う
。
時
間
制
約
を
有
す
る
女

性
の
活
躍
推
進
を
図
る
こ
と
は
、

働
く
女
性
の
数
を
増
や
す
こ
と
だ

け
で
は
な
く
、
企
業
の
価
値
向
上

に
も
効
果
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

と
し
て
運
用
す
る
こ
と
を
始
め
ま

し
た
。
そ
の
結
果
、
時
間
に
制
約

の
あ
る
従
業
員
が
同
じ
業
務
を
続

け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
従
業
員

の
モ
チ
ベ
ー
シ
ョ
ン
向
上
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

二
つ
目
は
、
業
務
内
容
の
見
直

し
を
行
い
、
業
務
分
担
を
最
適
化

す
る
こ
と
で
す
。
出
産
・
子
育
て

等
を
理
由
に
離
職
し
、
現
在
再
就

95
％
以
上
が
正
社
員
で
あ
り
、
生

産
ラ
イ
ン
に
も
基
本
的
に
正
社
員

を
配
置
し
て
い
ま
す
。
以
前
は
、

育
児
・
介
護
等
で
時
間
に
制
約
の

あ
る
従
業
員
は
、
生
産
ラ
イ
ン
以

外
の
仕
事
に
配
置
転
換
し
て
い
ま

し
た
。
し
か
し
、
生
産
数
量
が
少

な
い
製
品
の
生
産
ラ
イ
ン
を
、
他

の
ラ
イ
ン
よ
り
も
早
い
16
時
で
停

止
す
る
ラ
イ
ン
「
時
短
ラ
イ
ン
」

に
よ
れ
ば
、
再
就
職
を
希
望
す
る

主
婦
が
働
い
て
い
な
い
理
由
と
し

て
、
「
仕
事
を
し
て
も
よ
い
と
思

っ
て
い
る
が
、
フ
ル
タ
イ
ム
（
月

～
金
、
午
前
９
時
～
午
後
６
時
な

ど
）
以
外
の
仕
事
を
希
望
し
て
い

る
た
め
、
条
件
に
合
う
仕
事
が
見

つ
か
ら
な
い
か
ら
」
が
最
も
多
く

51
・
６
％
で
す
。
再
就
職
を
希
望

す
る
主
婦
の
う
ち
、
約
半
数
が
フ

ル
タ
イ
ム
で
の
仕
事
が
で
き
な
い

た
め
、
再
就
職
に
結
び
つ
い
て
い

な
い
状
況
が
う
か
が
え
ま
す
。

上
述
し
た
通
り
、
女
性
が
企
業

に
定
着
を
し
な
い
こ
と
と
、
主
婦

の
再
就
職
が
容
易
で
は
な
い
こ
と

は
、
い
ず
れ
も
働
く
時
間
に
制
約

が
あ
る
こ
と
が
共
通
の
理
由
と
し

て
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

で
は
、
企
業
は
ど
の
よ
う
な
施

策
を
行
い
、
時
間
制
約
を
有
す
る

女
性
に
対
応
で
き
る
職
場
づ
く
り

を
行
え
ば
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

本
稿
で
は
、
三
つ
の
施
策
を
紹
介

し
ま
す
。

一
つ
目
は
、
時
間
に
制
約
が
あ

る
従
業
員
の
た
め
に
仕
事
の
運
用

を
変
え
る
こ
と
で
す
Ａ
社
で
は


約
が
あ
る
た
め
、
勤
務
時
間
等
柔

軟
に
働
く
こ
と
が
で
き
な
け
れ

ば
、
就
業
の
継
続
が
難
し
い
こ
と

を
意
味
し
て
い
ま
す
。

安
倍
政
権
で
は
、
20
年
ま
で
に

は
25
～
44
歳
の
女
性
就
業
率
を
73

％
に
す
る
こ
と
を
掲
げ
て
い
ま
す

が
、
出
産
や
子
育
て
を
理
由
に
仕

事
を
離
職
す
る
女
性
が
多
い
た

め
、
12
年
の
女
性
の
就
業
率
（
68

％
）
は
７
割
以
下
で
す
。
Ｏ
Ｅ
Ｃ

Ｄ
（
経
済
協
力
開
発
機
構
）
諸
国

と
比
べ
て
も
日
本
の
女
性
の
就
業

率
は
低
く
、
一
度
離
職
を
し
た
主

婦
等
に
対
す
る
就
業
機
会
の
提
供

を
行
う
余
地
は
十
分
あ
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果(

図
２)

｢

女
性
の
応
募
が
無
か
っ
た｣

こ
と

を
理
由
に
挙
げ
て
い
ま
す
。
多
く

の
運
輸
業･
郵
便
業
の
企
業
で
は


女
性
の
活
躍
が
十
分
に
進
ん
で
い

な
い
こ
と
が
う
か
が
え
ま
す
。

株
式
会
社
日
本
総
合
研
究
所
で

は
、
３
月
に
東
京
圏
（
東
京
・
神

奈
川
・
埼
玉
・
千
葉
）
に
現
住
所

が
あ
り
、
か
つ
東
京
圏
に
所
在
す

る
四
年
制
の
大
学
ま
た
は
大
学
院

を
卒
業
し
た
女
性
（
25
～
44
歳
）

約
２
千
人
に
対
し
て
、
働
き
方
等

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実

施
し
ま
し
た
。
本
稿
で
は
、
ア
ン

ケ
ー
ト
調
査
結
果
を
参
考
に
、
企

業
で
女
性
の
活
躍
が
進
ま
な
い
理

由
を
探
っ
て
い
き
ま
す
。

15
年
版
の
男
女
共
同
参
画
白
書

に
よ
れ
ば
、
６
割
以
上
の
女
性
が

出
産
を
機
に
離
職
す
る
傾
向
が
続

い
て
い
ま
す
。
男
性
の
週
労
働
時

間
60
時
間
以
上
の
就
業
者
の
割
合

（
14
年
）
は
、
子
育
て
期
に
当
た

る
30
歳
代
（
17
・
０
％
）
、
40
歳

代
（
16
・
９
％
）
が
他
の
年
代
に

比
べ
て
高
い
水
準
で
す
。
更
に
、

共
働
き
夫
婦
の
世
帯
で
は
、
約
７

割
以
上
の
夫
が
家
事
・
育
児
を
行

っ
て
い
ま
せ
ん
。
子
育
て
期
に
当

た
る
男
性
の
長
時
間
労
働
が
、
夫

婦
間
で
の
家
事
・
育
児
の
分
担
を

困
難
に
し
、
女
性
の
就
業
継
続
を

妨
げ
る
理
由
の
一
つ
で
あ
る
と
言

え
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果(

図
１)

で
は
、
第
一
子
出
産
後
、
同
じ
会

社
で
就
業
を
継
続
し
た
女
性
と
、

就
業
を
継
続
し
な
か
っ
た
女
性
の

職
場
環
境
を
比
較
し
ま
し
た
｢

希

望
す
れ
ば
い
つ
で
も
有
給
休
暇
を

取
得
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
「
遅

れ
て
出
社
し
た
り
、
早
め
に
退
社

す
る
こ
と
が
柔
軟
に
で
き
た
」
と

い
っ
た
勤
務
時
間
等
に
か
か
る
柔

軟
性
に
関
す
る
項
目
は
、
就
業
継

続
し
た
女
性
の
職
場
の
方
が
上
回

っ
て
い
ま
す
。
一
方
、
「
残
業
時

間
が
多
か
っ
た
」
「
休
み
の
日
が

不
規
則
だ
っ
た
」
等
の
項
目
は
、

就
業
継
続
し
な
か
っ
た
女
性
の
職

場
の
方
が
上
回
っ
て
い
ま
す
。

出
産
後
の
女
性
は
、
家
事
・
育

児
の
負
担
か
ら
、
働
く
時
間
に
制

２
０
１
５
年
10
月
に
女
性
活
躍

推
進
法
が
成
立
し
、
労
働
者
３
０

１
人
以
上
の
企
業
は
、
16
年
４
月

１
日
ま
で
に
女
性
の
活
躍
推
進
に

向
け
た
行
動
計
画
の
策
定
な
ど
が

新
た
に
義
務
付
け
ら
れ
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。
対
象
と
な
る
企
業

に
は
①
採
用
し
た
労
働
者
に
占
め

る
女
性
労
働
者
の
割
合
②
労
働
者

の
男
女
の
平
均
継
続
勤
務
年
数
の

差
異
③
労
働
者
一
人
当
た
り
の
各

月
の
時
間
外
労
働
及
び
休
日
労
働

の
合
計
時
間
数
等
の
労
働
時
間
の

状
況
④
管
理
職
に
占
め
る
女
性
労

働
者
の
割
合
の
把
握
と
課
題
分

析
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
踏
ま
え
た

上
で
の
行
動
計
画
の
策
定
、
自
社

の
女
性
の
活
躍
状
況
に
関
す
る
情

報
開
示


が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
ま
す
。

行
動
計
画
の
策
定
・
届
け
出
を

行
っ
た
企
業
の
う
ち
、
女
性
の
活

躍
推
進
に
関
す
る
取
り
組
み
の
実

施
状
況
等
が
優
良
な
企
業
は
、
厚

生
労
働
大
臣
か
ら
認
定
を
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
。
女
性
の
活
躍

推
進
に
向
け
て
、
制
度
の
拡
充
等

に
取
り
組
む
こ
と
は
、
企
業
イ
メ

ー
ジ
を
向
上
さ
せ
、
少
子
高
齢
化

に
伴
う
労
働
力
人
口
の
減
少
が
見

込
ま
れ
る
中
で
も
、
新
し
い
働
き

手
と
し
て
期
待
さ
れ
る
女
性
人
材

を
優
先
的
に
確
保
す
る
こ
と
も
で

き
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

15
年
12
月
に
公
表
さ
れ
た
総
務

省
「
労
働
力
調
査
」(

11
月
分
基

本
集
計
〕
）
に
よ
れ
ば
、
運
輸
業

・
郵
便
業
の
企
業
に
勤
務
す
る
女

性
の
割
合
は
19
・
８
％
で
あ
り
、

全
業
種
の
中
で
は
、
建
設
業
に
続

き
２
番
目
に
少
な
い
割
合
で
す
。

更
に
厚
生
労
働
省｢

14
年
度
雇

用
均
等
基
本
調
査｣

に
よ
れ
ば
運

輸
業
・
郵
便
業
の
企
業
の
中
で
新

卒
の
女
性
を
採
用
し
た
企
業
の
割

合
は
50
・
６
％
で
あ
り
、
女
性
を

採
用
し
な
か
っ
た
企
業
が
約
半
分

存
在
し
て
い
る
こ
と
を
示
し
て
い

ま
す
。
女
性
を
採
用
し
な
か
っ
た

企
業
の
う
ち
78･

９
％
の
企
業
が

こ
じ
ま
・
あ
き
こ

１
９

７
６
年
生
ま
れ
。
日
本
女
子

大
学
卒
業
、
早
稲
田
大
学
大

学
院
商
学
研
究
科
修
了
。
日

本
総
合
研
究
所
創
発
戦
略
セ

ン
タ
ー
に
て
、
女
性
の
活
躍

推
進
に
関
す
る
調
査
研
究
及

び
環
境
・
社
会
・
ガ
バ
ナ
ン

ス
（
Ｅ
Ｓ
Ｇ
）
の
観
点
か
ら

の
企
業
評
価
業
務
に
従
事
。

働
き
方
見
直
す
必
然
性

運
用
や
業
務
見
直
し

女性の活躍推進に向けて

／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

日
本
総
合
研
究
所
／

創
発
戦
略
セ
ン
タ
ー

Ｅ
Ｓ
Ｇ
ア
ナ
リ
ス
ト

小
島

明
子

Ｅ
Ｓ
Ｇ
ア
ナ
リ
ス
ト

小
島

明
子

（
面
担

井
内
亨
）
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